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病虫害は少ない。 

葉が小さく萌芽力があるので、刈り込む

こともできるが、本来の枝振りを残して

整姿したほうが自然に仕上がる。太い枝

や古い枝を切除し新旧交代すると樹形を

保てる。 

浅根性（根の張り方が浅い）のため、根

周りの乾燥や踏み固めに注意。古枝は花

付が少なくなるので、若い枝と入れ替え

る。新芽は花のすぐ横から出るので、花

殻を摘み取らないほうが良い。 
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○ ○ ○ 

好みの環境 

日当り 陽 ○ ○ ○ 陰 

土 壌 乾 ○ ○ 湿 

寒 さ 強 ○ 弱 

暑 さ 強 ○ 弱 

潮 風 強 ○ 弱 

トサミズキと姿・花ともに似るが、ヒュウガミ

ズキの方が小ぶりで、狭小スペースの植込みに

向く。 

Memo 

早春、葉の展開前にほのかに香る黄色い花を一

斉に咲かせる。秋には、葉の一部が黄～紅葉し

美しい。マンサク科トサミズキ属のなかで小さ

くまとまる落葉性低木。トサミズキに比べ、花、

葉ともにコンパクト。狭い植え込みや縁取りに

最適。近畿北部から北陸地方に分布する。 

生長：普通 特 記 

マンサク科（APGⅢ） 科 名 

落葉／低木／木本植物／在来種 

ヒュウガミズキ  
   [ 日向水木 ]  

ヤクシマルリシジミ 

メジロ 

https://5honnoki.jp/sp/detail/bird/id/22

